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福島原発事故に伴う放射性物質の拡散沈着把握のためのデータベース構築： NICT
STARStouchによる画像公開
Database development for understanding the wet deposition processes after the Fukushima
nuclear power plant accident
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福島原発事故に伴う沈着課程の理解には、大気モデルシミュレーションの点でも、現地サンプリングによる理解の点
でも、降水分布の再現性が大きな課題である。特に、初期の微雨を含めた降水分布を知ることが、初期被ばく推定、モ
デルの精度向上、植生や土壌への沈着の理解に必要である。国内外で事故当時の放射性核種の分布状況や移行調査がす
すめられ、放射線等の観測データの蓄積はなされ始めているが、気象情報は国内研究者はともかく、海外研究者には所
在も不明で、気象以外の研究者にはハンドリングも難しいことが多い。
そこで、我々は京都大学防災研究所一般共同研究課題として、平成 25，26年度に 1) 2011年 3月の湿性沈着過程の理

解に役立つと思われる気象データに関する情報を収集しWebサイトにまとめ、2)一部は独自のデータベースを作成した
(http://firis.stelab.nagoya-u.ac.jp/)。
降水量は各種衛星・リモートセンシングよりも、雨量計による直接観測量が定量性の点で優れているが、レーダーに

よる雨滴の 3次元情報や面的情報は、微雨の構造や、プリュームの沈着を理解する上で役立つと思われる。そこで、本
研究課題により整理画像化した気象庁 C-bandレーダー 3次元分布と、福島大学の X-bandレーダーを NICTサイエンス
クラウドと連動した、STARStouchという display systemで公開準備中である。すでに、気象庁 C-bandレーダー（東京、
仙台）の鉛直高度 1kmごとの反射強度画像や Radar AMeDASと等価である雨量計補正後の解析雨量を、それぞれ 10分
値で用意した。PCだけでなく、iPadなどのタブレット端末から、画面操作により高度ごとの比較や時間分解能を自在に
変更して視覚的にとらえられることができる。現在 X-bandレーダー、雨量計による降水、地上気温のデータも、画像を
準備中である。公開サイトは http://sc-web.nict.go.jp/jma-radar/の予定である。
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